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柏市内では現在電話 de詐欺が多発しており、県下ワースト１位です。
被害額は平成３１年１月末現在で１，５００万円になります。

そこで柏市役所から「振り込め詐欺被害非常事態宣言」が発令されました。

主な被害状況としては

（１）カード手交型

家電量販店騙り・市役所騙りなど

（２）現金手交型

息子騙り・孫騙り・甥騙りなど

であり、主な被害者は全員が７０歳、８０歳代の方です。

対策としては犯人と話をしない事です。

親族や公共施設職員からの電話であってもキャッシュカード・現金というワード

が出たら、一旦電話を切り、警察へ確認をお願いします。

又、留守番電話機能を活用し、知り合い以外の電話は出ない事も対策です。

※ 発令期間：平成３１年２月１８日から同年２月２７日までの間

①息子や甥から「お金を用意して欲しい。」との電話がかかってきても、

すぐには信用せず、まず家族や警察に相談してください。

②商業施設や警察を名乗り「キャッシュカード、口座が不正に利用されて

いる。」と電話が来たら、電話ｄｅ詐欺だと疑って下さい。

③市役所等を名乗る者から「医療費の払い戻しがある」などという名目で

ＡＴＭまで誘い出し、操作が不慣れな高齢者からお金を振り込ませる

還付金詐欺に注意してください。


